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日本放送協会 理事会議事録 
               （平成３０年１０月１６日開催分） 
 
平成３０年１１月 ２日（金）公表 
 
 
＜会 議 の 名 称＞ 

理 事 会 
 
＜会  議  日  時＞ 
 平成３０年１０月１６日（火） 午前９時００分～９時１０分 
 
＜出   席   者＞ 

上田会長、堂元副会長、坂本専務理事、児野専務理事・技師長、 
松原理事、荒木理事、中田理事、鈴木理事、松坂理事、今井特別主幹 
高橋監査委員 

 
＜場         所＞ 

放送センター 役員会議室 
 
＜議        事＞ 
 上田会長が開会を宣言し、議事に入った。 
 
付議事項 
 
１ 報告事項 
（１）ＮＨＫ情報公開・個人情報保護の実施状況（２０１８年度上半期） 
 
議事経過 
 
１ 報告事項 
（１）ＮＨＫ情報公開・個人情報保護の実施状況（２０１８年度上半期） 
（情報公開センター、ＮＨＫ情報公開・個人情報保護審議委員会事務局） 
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２０１８年度上半期のＮＨＫ情報公開・個人情報保護の実施状況につ

いて報告します。 

１点目は、情報公開の実施状況についてです。 

２０１８年度上半期は、４人の視聴者から７件の「開示の求め」を受

け付けました。前年度同期の１６件から９件減少しています。７件の内

訳は、放送が５件、経営が１件、総務・経理が１件となっています。「開

示の求め」に対する判断結果は８件で内訳は、開示が３件、一部開示が

１件、対象外が４件でした。対象外とした４件はいずれも放送番組の編

集に関する文書で、番組編集の自由を確保するという観点から、対象外

としました。「開示の求め」の受付件数と「開示の求め」に対する判断結

果の件数に差があるのは、受付時期と判断時期が多少異なるためです。 

続いて、ＮＨＫ情報公開・個人情報保護審議委員会（以下、「委員会」）

の審議状況についてです。この委員会は、ＮＨＫが行った当初の判断に

対して「再検討の求め」が出された場合に、客観的な立場からＮＨＫの

判断をチェックし、その結果をＮＨＫに答申する第三者機関です。 

上半期の「再検討の求め」の受け付けは１件で、前年度同期から２件

減少しています。委員会は上半期に５回開催され、前年度からの継続案

件を含む２件について諮問しました。１件は「当初の判断どおり一部開

示・不開示が妥当」とする答申で、もう１件は「一部開示の範囲を広げ

ることが妥当」とする答申でした。ＮＨＫはすべての事案について、答

申の通りに最終判断を行いました。 

２点目は、個人情報保護の実施状況についてです。 

個人情報の漏えいは２件でした。いずれも営業に関わる事案で、個人情

報を含んだ帳票を紛失したものです。ＮＨＫはお客さまに直接または文

書でお詫びと説明を行いました。漏えい事案は、いずれも放送セキュリ

ティセンター（ＳＡＲＣ）に報告し、再発防止策を実施するとともに、

ＮＨＫオンライン上で公表しています。また、漏えいに至らなかった紛

失・盗難はありませんでした。 

個人情報の「開示等の求め」は、前年度同期から１件増の１１件あり

ました。上半期中に行った判断結果は、開示が７件、一部開示が２件、

不開示が１件でした。「再検討の求め」の受け付けは１件で、前年度から

の継続案件を含む２件について委員会に諮問した結果、いずれも、「当初

の判断どおり一部開示・不開示が妥当」とする答申でした。 
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本件は、１０月２３日開催の第１３１６回経営委員会に報告します。 

 
 
 
以上で付議事項を終了した。 
 
 
上記のとおり確認した。 
 

平成３０年１０月３０日 
 

会 長  上 田 良 一  


